
低炭素社会を
実現するために

地球温暖化防止の必要性を意識する川崎市民は80.9％にのぼります。
2008年3月実施の「かわさき市民アンケート」結果より。

世界では、ドイツやイギリスなどEU諸国では産業部門のエネルギー効率の飛躍的向上を
実現し、さらに今年誕生したオバマ政権は「グリーン・ニューディール」を掲げ、社会・
経済の仕組みを環境対応型に変えていくための取り組みを進めているところです。

MAKE the RULE
地域セミナーin川崎

講 師 榎原 友樹 氏
（みずほ情報総研、脱温暖化2050プロジェクトメンバー）

と き 2009年10月26日（月）18:30 ～ 20:00（予定）

ところ 川崎商工会議所 5階講堂
JR川崎駅 東口から徒歩3分、京急川崎駅 中央口から徒歩1分、
地下街アゼリア7番出口より徒歩1分 （川崎市川崎区駅前本町11-2）

※ 環境保全のため、徒歩・自転車・電車・バスでお越しください。
※ 自転車の方は、会場向かいの市営駐輪場（有料）をご利用ください。

参 加 無 料 （事前申し込みも不要です。直接会場へお越しください）

☆ 京都議定書の約束の年（2008～12年）も2年目が過ぎようとしています。

こんな人におすすめ
・温暖化問題に関心のある方
・低炭素社会とは何か、知りたい方
・日本や地域の将来に関心のある方

主 催 MAKE the RULE 川崎＊、MAKE the RULE キャンペーン実行委員会
＊ アクト川崎、川崎の交通とまちづくりを考える会 (K-cube)、
川崎フューチャー・ネットワーク (KF-net)、持続可能な地域交通を考える会 (SLTc)、
かながわ環境市民ネットワークが参加

後 援 川崎市、神奈川県、環境省関東地方環境事務所
http://blog.goo.ne.jp/mr-kawasaki

～「脱温暖化2050プロジェクト」勉強会～

★ 温室効果ガスの削減目標と現状
● 2008～12年に6％削減（1990年比、京都議定書の約束）
● 2050年に80％削減（ラクイラ・サミットでの合意）
● 2020年に25％削減（1990年比、鳩山政権の国際公約）
△ 2007年度のCO2排出量 ＋9％（1990年比)

☆ 今年12月開催のCOP15では、
京都議定書の次の削減目標が決まろうとしています。

☆ 私たちの暮らし・社会・経済を、
これからどのように変えていけばいいのでしょうか。
「脱温暖化2050プロジェクト」を通して考えましょう。

この講演会は、平成21年度独立行政法人環境再生保全機構地球環境基金の助成を受けて開催します。

森林認証を取得したECFパルプで作られた用紙を使用しています。本紙がご不要になりましたら再資源化をお願いいたします。


